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　私は日本に行く前に、日本で生活することに

なる住所を教えてもらいました。静岡県だと言

われ、あとでその場所を探しました。私が見つ

けた静岡県は、美しい場所ばかりでした。富士

山や三島スカイウォーク、そして多くの美しい

海岸などがありました。静岡県には、訪れたい

場所がたくさんありました。

　インドネシアにも、訪れるべき美しい場所は

あります。私が住んでいた地域には、ユニーク

な形の美しい山や滝や湖がたくさんあります。

私の趣味は登山なので、時間があるときは家の

近くの山に登っていました。

　初めての登山は、決して順調ではありません

でした。むしろ、少し厄介なものだと感じまし

た。初めてのことで、山の様子や準備について

はよく分かりませんでした。

　何事もなく山に登るには、考慮すべきことが

あります。物理的な準備つまり体力面の準備

や、持っていく道具の準備が必要です。たとえ

ば、登る一週間前は毎日運動することが大事で

す。体が目覚め、疲れにくくなるようです。持

ち物は、リュック、懐中電灯、ダウンジャケッ

ト、レインウェア、非常食や水分補給用の飲み

物などです。

　持っていく道具が分からないまま山に登った

り、持ち物を忘れたりするのは危険です。登山

中、気になるからです。

　私は今、日本にいます。日本に行く前に「富

士山に登る」という夢がありました。初年度は

まだ道具を持っていなかったので、登れません

でした。二年目は、コロナウイルスのパンデ

ミックのために登れませんでした。三年目は、

富士山の登山口が開いているのか分からなかっ

たので、かなり必死で情報を探しました。ある

日、富士登山が解禁されたという情報が手に入

りました。すぐに私は、友達と予定を立てまし

た。

　ついに、「富士山に登る」という夢が叶うと

きが来ました。登山ルートの地形は簡単だと思

いましたが実際はとても険しく難所でした。富

士山は火山の山なので、登山ルートは海岸のよ

うに岩だらけでした。登頂には、八時間掛かり

ました。ひたすら登山ルートを登るのは非常に

大変で、とても疲れました。

　ところが、やっと富士山の頂上にたどり着い

て日の出を見ると、あっという間に疲れが吹き

飛びました。不思議な感覚でした。富士山から

見た日の出は本当に美しく、忘れられない瞬間

になりました。

　登山はとても楽しいことです。知らない人同

士が励まし合い、多くの人に出会い、頂上から

は日の出を見ることができます。確かに山に登

るのは簡単なことではありません。しかし、富

士山に登頂でき、私は肉体的にも精神的にも忍

耐強くなりました。これまで高いと思っていた

ものは、より高いものであることも分かりまし

た。目的を達成するためには、できるという楽

観的な気持ちと同時に、熱心に取り組むことが

大切ではないでしょうか。
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